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マニラ日本人会 2018年 8月理事会議事録 

 

日  時：2018 年 8 月 28 日（火） 12 時～12 時 45 分 

場  所：日本人会 22 階 Ａ会議室 

出 席 者：清水光彦（会長）、位田浩和（副会長）、細谷明宏 

（総務理事）、森山倫行（財務理事）、家田昌彦（監事）、 

          野崎栄徳、多胡直人、辻 一典、小島大助、中川一也、 

          餅原 力 （以上各理事） 

     上杉啓明、岡村博司、高橋昌幸、石原孝志、坂倉一郎、 

          和田義郎（以上各推薦理事） 

 

オブザーバー： 

＜在比日本国大使館＞ 桑原公使兼総領事 

                      河内参事官 

 

冒頭、本日が初めての理事会出席となった、餅原理事から挨拶が

あった。 

        

 

議 事 

I. 協議事項 

 

1．7 月理事会の議事録について 

異議なく承認された。 

 

2．8 月新入・退会会員について 

事務局から以下のとおり報告があり、異議なく承認された。 



 －２－ 

 

*新入会法人会員（2 件） 

Broadleaf I.T. Solutions Inc. （後藤 晃） 

SUNSHINE FORT BONIFACIO REALTY DEVELOPMENT 

CORPORATION（安藤順司） 

 

*新入会個人会員（22 件） 

岡田直樹（大使館）、中田麻美子（JICA Comprehensive Capacity 

Development ）、竹内博史（ JICA ）、鮎川健太（ TAISEI 

ELECTRONICS(PHILIPPINES), INC.）、 

布田充代（Phil Bright Ocean Ship Management, Inc.）、 

郡司圭吾（COMMUDE PHILIPPINES INC. ）、平口和弥

（ KANNETSU SE ASIA CO., LTD. ）、 伊 勢 全 次 郎

（WEATHERNEWS INC.）、金森信之介, 安木志郎（以上 

ITSUWA MANILA REPRESENTATIVE OFFICE）、 

マトウシュ 涼子（ONOCOM PHILIPPINES, INC.）、岡本尚大

（KDDI Philippines Corporation）、岡野正登（NATIONAL 

POLICE AGENCY）、尾田陽介（株式会社 松井製作所）、櫻井

貴朗（Marubun/Arrow (Phils.) Inc.）、澤橋孝光（CityBank N.A. 

ROHQ）、島克也（SHIMANO (PHILIPPNES) INC.）、竹中悠己

（Angel Playingcards Technology Philippines Inc.）、豊住健 

（CHIYODA INTEGRE (PHILIPPINES) CORPORATION）、 

津田英昭（SMCC PHILIPPINES, INC.）、塚本信行（Yuasa 

Trading (Philippines) Inc. ） 、 山本元気 （ BM-7-RB 

CORPORATION） 
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*退会個人会員（13 件）  

加藤鉱士、小島竜太郎、永田誠一郎、佐藤昭一、柴田裕憲、植野

篤志（以上大使館）、神崎晃一（Yuasa Trading (Philippines) Inc.）、

牧野友彦（WHO）、村中美登里、田中明日香（以上 JFE Techno 

Manila, Inc.）、平拓成（Blueground, Inc.）、田中一夫（Nidec 

Corporation）、臼井則生（ADB） 

 

以上の入退会承認後の会員数は、法人会員 387 件、個人会員 635

件、賛助会員 16 件、合計 1,038 件、世帯数は 2,622 である。 

 

II.  大使館からの連絡事項 

桑原公使兼総領事より次のような発言があった。 

①8 月 15 日のカリラヤでの日本人戦没者慰霊祭への日本人会の

協力に感謝。 

②日本関連の広報について大使館として積極的に取り組みたいと

考えており、日本とフィリピンの関係でのよい話などがあれば教

えていただければありがたい。例えば、8 月は、日本が国際宇宙 

ステーションに持っている実験棟「きぼう」からフィリピンの衛

星を放出するということがあり、大使館でも facebook 等で広報し

た。フィリピンにおいては、日本とフィリピンとが対等な関係で 

協力する案件に好意度が高いように見受けられ、例えば 8 月に

JET プログラムでフィリピンから 40 名の英語教員が日本へ出発

したといった話も好意的に受け止められた。 

③8 月 1 日からフィリピン人の商用等のビザ発給期限が最長５年

から 10 年に延長された。日本企業のフィリピン従業員において

も新制度を活用願いたい。 

④大使館休館日について、イスラム犠牲際の日がニノイ・アキノ
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記念日と重なったことを受け、9 月 17 日（月）（日本における敬

老の日）を追加で休館日とする。 

⑤今年の天皇誕生日記念レセプションは 12月 12日に行うことを

考えている。開催場所はシャングリラ・ホテルを予定しており、

日本の PR の場としても活用したいと考えている。追って日本 

企業等に呼びかけたいと考えている。 

  

河内参事官からは以下の発言があった。 

①カリラヤ日本人戦没者慰霊祭御礼。 

②大使館からの注意喚起等へのご協力に感謝。 

 

 

III.  報告事項 

 

１．企画委員会（清水会長） 

8 月 15 日のカリラヤ戦没者慰霊祭での日本人会会員の出席、協力

に対してお礼があった。 

 

２．広報委員会（中川委員長） 

日本人会広報誌「まぶはい」の Web 上での一部記事の一般公開に

向けて、日本人会ホームページの改訂が必要となり、8 月 29 日に

業者と打ち合わせを行う、進捗状況については別途報告する。 

 

３．教育委員会（清水委員長） 

①日本人学校 50 周年記念行事の寄付金の報告とその謝意が述べ

られた。使用方法については別途報告する。 

① 50 周年記念行事の一環で 9 月 3 日（月）に日本人学校におい
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て 1 時より比日協会会長 Francis  C. Laurel 氏による、記念

講演を中学部対象に行う。内容は昨年日本人会総会でお願い

した、「Laurel 家の歴史と日本とのかかわりについて」とほ

ぼ同じなるとの報告があった。 

② 9 月 29 日（土）日本人学校の運動会が開催される。この運動

会は昨年度までは天気のいい 1 月に行われていたが、生徒の

受験対策の関係も考慮して今年度から試みとして 9 月に開催

することになったとの説明があった。 

 

４．診療所運営委員会（細谷委員長） 

8 月 16 日に定例の診療所運営委員会が開催された。 

添付資料の議事録を参照。 

 

５．スポーツ委員会（位田委員長） 

先日 23 日（木）にソフトボール大会抽選会、監督会議があり、 

今年は 18 チームの参加で 9 月 2 日（日）から 11 月まで熱戦が 

繰り広げられるので、時間の有る限り皆様の観戦をお願いします 

との案内があった。 

 

６．日比友好文化委員会（上杉委員長） 

文化祭の会場は今までのサンチャゴホールが使用できなくなった 

ことを受けて、RCBC のカルロスホールの下見をした、ステージ、 

ロビー等は問題ないが、使用料が今までよりも相当高くなるので 

予算も大幅に膨らむ模様、使用については、今後関係者とも相談 

し、理事会にも報告していきたいとの説明があった。 
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７．8 月事業報告及び 9 月事業予定 （事務局長） 

事務局長より 8 月の実施事業と 9 月の事業予定の報告があった。  

 

その他：   

①細谷選挙管理委員長（総務理事）より 9 月 6 日の理事選挙開票 

の手伝要員が若干足りないため派遣を各理事会社にお願いした。 

（12 時集合、13 時開票） 

②事務局より日本人会 2018 年会員総会は 11 月 27 日（火）、 

Dusit Thani にて開催されるとの案内があった。 

                      以 上 

次回理事会 9 月 25 日（火）12 時～日本人会 22 階Ａ会議室 

 

 


